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I はじめに
( 1 ）「YOSAKOIソーラン祭りJとは
北海道の夏の風物詩となった 「YOSAKOIソーラン祭り」は、今年10回目を迎えた。町を踊
りながら、練り歩く祭りの醍醐味の伝統と高知県の「よさこい祭り」の軽快なリズムと 「そう
らん節」の歌詞の導入により、よ りダイナミックな現代的な祭りとな り発展してきたのであ
る。また、北海道にはこのような祭りが存在しなかったところに、 現れた祭りであったといえ
る。 北海道の 「元気」回復の原動力とぴったり一致したと もいえる。
今回の祭りの規模 ・概要は後記するものとする。この祭りは札幌市内の大学生による 『祭り
実行委員会』が1991年に設立し、 その当時、10チーム1000人の参加者、観客は20万人というデ
ータを残している。その当時の、ことを設立者の長谷川岳がテレビ放映にて、発表している
が、一視聴者としての筆者は「大学生で高知出身の長谷川岳とその友人たちは、ここ北の地に
大きな贈物をもたらしたことになる」と深く感銘を していたのである。この祭りの効果と し
て、経済効果、北海道の宣伝効果などはもちろんではあるが、 一番の効果は北海道民が意識統
ーできたことである。 北海道の祭りの一つに 「YOSAKOIソーラン祭り」を一人一人の脳裏に
刻めたことは、 参加した、しないに
関わらず 「祭り」といえば 「YO-
SAKOIソーラン祭り」 と記憶でき
ていることが、日常の生活の中で何
らかの楽しみや喜びゃ間接的に聞い
たとしても季節感や存在感を感じら
れるのであるから、その効果は大き
いといえる。
①昨年の 「ゴ、スペルde、ノー ラン」
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( 2 ）『VOICEOF SORANjとは
1999年冬、『歌うYOSAKOIソー ラン』を筆者と学生実行委員会が考え出したのである。
『VOICEOF SORANJというチームである。踊りより歌うことが好きな人や激しく踊れない人
のためや祭り大好き人間と言われる人や様々な人が参加したのである。その実態報告と今後の
課題としてここに考察するものである。踊り子チームやその裏方スタ ッフと同様に、祭りは多
世代に渡り喜びをひとつに楽しめるものである。例えば、孫と母と祖母が一つの同じ歌を歌
い、 一つの話題が生活空間を埋めることが可能となる。楽しい家族嫡々に話題が提起するのが
素晴らしいことである。実際今年の『VOICEOF SORAN』の参加者は4歳の女の子から70代
までの4世代にも及ぶ年齢の幅が見られた。
この『VOICEOF SORANJは、職場や地域の上からの動員ではな く、個々人の意向によ り
集結された団体である。したがって、集結を解放、破棄することも一夜を待たずしてあり得る
団体といえる。それらの危機感が団体意識を強めて良い方向にも向かう要因にもなり得る訳で
ある。地域住民、市民などと自覚する前の個々人の自意識で成り立っているといえる。そこに
は、フリーの個々人を一つにまとめるカリスマ的勢いのある指導者が要求される。ある時は厳
しく、ある時は泣き笑いのできる人情溢れる人材である。 はじめはそれらを意識しなくとも、
そこに集結した人々がそのリーダーを作りあげてゆくこともあり得る。今回の場合後者の方で
ある。筆者にとっては、200人の人を抱えて、前進に向けて指導者として変貌してゆくのであ
った。
表し年度別「YOSAKOIソーラン祭り」の参加人数と観客動員数
参加チームの数 参加者数 観客数 道内参加 道外参加 「VOICEOF SORAN」（百人） （万人） 地域数 地域 数
第1回 10 10 20 4 2 
第2回 26 25 44 5 2 
第3回 25 30 58 9 2 
第4回 48 48 76 17 4 
第5回 108 100 107 55 5 
第6回 183 180 138 107 11 
第7回 280 290 180 137 11 
第8回 333 340 193.5 168 18 
第9回 375 380 182.5 174 24 180 
第10回 408 410 220 187 32 270 
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祭り学生実行委員会の経過に添つての練習実態と参加者数の動き、本番タイムスケジ、ユール
と感想、などを発表し、問題点を探る。次に『VOICEOF SORANJの宣伝方法の在り方、市民
の声などを収集を発表する。『VOICEOF SORAN』の練習においての問題点と反省点、さらに
成功したことなどを隆起することによっての今後の課題とする。この会のメンバーは、合唱経
験のある人が全体の10%に満たない市民の参加で成り立っていることが、合唱団体が主になっ
て行われるイベントなどと大きく異なる。ここに参加した人の声を聞くこと も方法のーっと考
える。
( 1 ）一年の流れは次のとおりである。
2000年10月
2001年 1月
2月
3月
4月
5月
6月
企画発案
企画始動、指導者（岡元）と打ち合わせ開始
ゴスペルイベント見学、作曲依頼、作詞募集、昨年参加者へ呼胡、け
参加者オリエンテーション
曲完成、新参加者募集開始、練習開始
企画内容見直し、他会場との打ち合わせ
進行台本 ・本番スケジュール作成
参加者ガイダンス、西8丁目ステージリハーサル、本番
参加者と打ち上げ
174 岡元 ：歌うYOSAKOIソーラン祭りの多世代交流
反省点として次のことがいえる。任企画始動が遅かったため、スケジ、ユールが後ろにずれ込
んでしまった。 l年前始動が望ましい。②参加者募集を打ち切ってから練習を開始したほうが
良い。この場合、どんなことをするのか、どんな歌なのかのオリエンテーションを数回実地
し、練習日程の連絡と練習回数出席数においては、欠席の多い者は出演不可能とするなど、出
席・欠席が繁雑にならないよ うに協力し合うこ とを訴えることが重要であると思えた。
( 2）練習日程は次のとおりである。
表2.練習日と場所 ・出席数
回数 月 日 曜日 練習場所名称 （住所） 市東 習 内 d廿コ・
合 唱 団 学生実行委員会
参加人数 参 加 人数
1 3月8日 （木）
芸術会館4F 初顔合わせ昨年参
30人 6人（北6条西6丁目） 加者あり。
日本エンターテイメン ト曲の説明
2 11日 （日） ビジネス専門学校2F・ 28人 6人
（南l西24)
3 15日 （木）
芸術会館4F ノTー トの練習
22人 5人
（北6条西6丁目）
日本エンターテイメン ト）＇＼ート練習手拍子
4 18日 （日） ビジネス専門学校2F・ いれる 34人 6人
（南l西24)
5 22日 （木）
芸術会館4F ノfー トと全体練習
29人 7人（北6条西6丁目）
日本エンターテイメント ダンスが入る軽い
7人
6 25日 （日） ビジネス専門学校2F・ ウォーミングと発 52人
（南l西24) 声 （宣伝活動）
7 29日 （木）
芸術会館4F 体をほぐし、精神
30人 7人
（北6条西6丁目） をリラックスする （宣伝活動）
日本エンターテイメン ト発声法とダンス
8人
8 4月1日 （日） ビジネス専門学校2F・ 68人
（宣伝活動）（南I西24)
9 5日 （木）
芸術会館4F 歌詞の暗記を始め
77人 6人
（北6条西6丁目） る （宣伝活動）
日本エンターテイメ ント メロデイーの暗記
10 8日 （日） ビジネス専門学校2F・ 体の動きと声の大 73人 7人
（南l西24) きさを訓練する
11 12日 （木）
芸術会館4F 体の動き にメロデ
84人 12人
（北6条西6丁目） イーを乗せる
日本エンターテイメン ト体形を整える音量 13入
12 15日 （日） ビジネス専門学校2F・ を考える 92人
（宣伝活動）（南l西24)
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13 19日 （木）
北光小学校 ノTー ト練習アレン
101人 10人
（東区北12条東6丁目） ジ、が入った
日本エンターテイメント 歌詞の一部分変更
14 22日 （日） ビジネス専門学校2F・ 111人 11人
（南l西24)
15 26日 （木）
北光小学校 ユニフォーム決定
121入 18人
（東区北12条東6丁目） 動きの統一
日本エンター テイメント 発声と音量の問題
16 29日 （日） ビジネス専門学校2F・ 点を解決のために 114人 22人
（南1西24) 身体体操導入
17 5月8日 （火）
中央小学校 ダンスに重点
130人 8人
（中央区大通り東6丁目）
18 10日 （木）
北光小学校 歌詞にはりを持た
150人 9人
（東区北12条東6丁目） せる練習
19 13日 （日）
中央小学校 全体の体系を作る
207人 11人
（中央区大通り東6丁目）
20 15日 （火）
中央小学校 ダンスに重点
228人 8人
（中央区大通り東6丁目）
中島体育センター 歌とダンスを合体
21 17日 （木） （南条西丁目） させる。精神力を 238人 15人
高める誘導開始
中央小学校 メロデイ ーとダン
22 20日 （日） （中央区大通り東6丁目） スを視覚で合わせ 250人 7人
る
23 22日 （火）
中央小学校 動きを合わせる
255人 6人
（中央区大通り東6丁目）
北光小学校 音量を高める発声
24 24日 （木） （東区北12条東6丁目） 導入（2回目） 203人 6人
西区民センター ダンスの動きを改
25 26日 （土）（西区琴似2-71 1) める。音量を考え 253人 5人
る
日本エンターテイメン ト ダンスの京東習 22人 2人
ビジネス専門学校2F・
26 27日 （日） （南I西24)
豊平区河川敷 リハーサル立ち位 234人 6人
（野外） 置確認
27 29日 （火）
北辰中学校 音量のために立ち
255人 10人（北18条西2丁目） 位置の変更
北光小学校 発声とダンスの動 235人 8人
28 31日 （木） （東区北12条東6丁目） き縮小
ダンスチーム編成 16人 2人
29 6月2日 （土）
北陽小学校 立ち位置確認音量
272人 4人
（北34条） 確認
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30 3日 （日）
かでる27 ヌ7、イダンス
（中央区北3西6) 268人
31 6日 （水）
東区民センタ 発声再度確認
（東区北11東7) 270人
32 7日 （木）
西区民センタ 動きと配置ヴォイ
（西区琴似27 1 1) ストレ一一ング 263人
33 8日 （金）
西区民センタ 動きと配置ヴォイ
（西区琴似27 1 1) ストレ一一ング 250人
( 3）本番は次のとおりである。
表3.本番と場所
月 日 時間 場 所 参加者数
8 : （〕O[UHBに出演］(UHB通用門集合） 30人
6月5日 （火）
10: 00 ［本番］
17: 30 ［学生ソーラン出演］（大通り西8丁目） 100人
18: 22 ［本番］
8日 （金） 21 : 15 ［リハー サル］（大通り西8丁目） 205人
10: 45 ［麻布球場集合］ 253人
12: 40 ［麻布球場本番］
14: 30 ［大通り西4丁目集合］
9日（土） 15: 30 ［第1回目市民会館本番］
17: 50 ［第2回目市民会館本番］
18: 30 [STV ・スピカ集合］
19: 35 [STV・スピカ出i寅］
13: 00 ［きたえー る集合］ 240人
14: 00 ［本番 ・テレビ全国放送］
10日 （日） 16: 00 ［大通り西1丁目集合］ 270人
17: 40 [YOSAKOIソーラン祭り
フィナル ・オープニング出演］
( 4）経費については次のとおりである。
1 .『VOICEOF SORAN.I参加者負担金
0毎回の練習時参加費と して一人100円徴収（昨年度は全練習一人100円）
O生涯保険一人480円
0本番の揃いのTシャツツ1200円
。練習時、本番交通費は個人持ち
O指導者へのお札は無し
2.『VOICEOF SORAN』の練習時の設備費
0業者より借用のマイクと l日約10万
O練習指揮代作成 l台 5万
5人
2人
3人
3人
学生実行委員会数
3人
3人
3人
4人
3人
全員
( 8人）
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3.収入と支出
月 日 科 日 摘 要 収入金額 支出金額
3月12日 企画費 ゴスペル団体へ呼掛け文発送 ・通信費 3,480 
3月29日 企画費 関係団体へ呼掛け文発送・通信費 2,400 
4月22日 企画費 楽譜コピー 1,550 
4月28日 企画費 施設利用料支払い 6,315 
4月30日 企画費 施設利用料支払い 24,900 
4月30日 参加料 参加者から（2カ月分、l人・ l回100円） 62,400 
5月1日 企画費 学校解放利用回数券購入 2,500 
5月12日 企画費 楽譜印刷費 1,049 
5月13日 企画費 会員名札代 3, 780 
5月17日 企画費 4月分施設利用料支払い 1, 200 
5月18日 企画費 VOICE OF SORAN｛乍曲キヰ 42,420 
5月18日 企画費 消耗品費・ネームプレート代 3,990 
5月18日 企画費 模造紙代 ・消耗品費 1,575 
5月19日 企画費 録音テープ代 2,182 
5月20日 企画費 DPE代 2,226 
5月21日 企画費 消耗品費 ・模造紙費 1,163 
5月23日 企画費 施設利用料支払い 27,600 
5月26日 企画費 録音テープ代 510 
5月29日 雑収入 NHKよりテレビ出演料 14,400 
5月30日 参加料 参加者から（ 1人・ l回100円） 106,000 
5月30日 参加者 Tシャツツ代徴収 298,500 
5月30日 保険料 参加者保険料支払い 44,500 
5月30日 参加料 参加者から（ 1人・ l回100円） 36,000 
5月30日 保険料 参加者保険料徴収 44,500 
6月1日 企画費 施設利用料支払い 15,315 
6月2日 企画費 言己3主用VHS 1,974 
6月3日 企画費 ガイダンス用用紙 1,286 
6月4日 企画費 Tシャツツ代支払い 325,290 
6月7日 企画費 施設利用料支払い 27,600 
合計 561,800 554,805 
残高 6,995 
178 岡元：歌うYOSAKOIソーラン祭りの多世代交流
E 実 践
( 1）練習風景
歌ったことのない人や、音符の読めない人、ピアノやエレクトーンの弾ける人など様々な人
の集まりであるため、ワイワイという中で練習が進められる。その中でリーダーを握ってゆく
のは、声がしっかり出て、歌える人、楽器の演奏ができる人などが、自然に回りの人達から頼
りにされ、リーダーとなってゆく過程がよく判る。集団においては、グループに固まって行
動、言動がなされる様子が伺えた。集団の中にあって、個人主義的言動、行動を取る者はまた
自然に淘汰されてゆくのも自然の提のようなものである。いろいろな地域から、いろいろな年
齢や職種の人が集まってきているのであるから、様々な意見、主義主張のあるものが存在する
のは当然である。指導の筆者は、それらをどのように、ひとつの目的に向かつて、エネルギー
を貯め、本番に持ってゆくかは、この種の経験を踏んで、いなければ、全体のリードは無理だと
いつも感じるのである。この集団が、そのように自然発生的に集団ができたことで、意思伝達
も本番に向かい、それぞれが努力し、集団意識、 それは、協調性や耐久心などであるが、それ
らが生じるのを目で追うことができるほど人々は集団性を発揮していく のである。ここに、練
習中の人々の生の声を拾ってみよう。（VOICEOF SORANホームページからと現地で取材した
声である）
( 2）練習時の声
①5例t主婦 「楽しい ！若い人と歌えて踊れて嬉しい」
②50代主婦 「踊り子で参加したかったが、ちょうど年齢制限のあるチームだったらしい。歌で
頑張って、お祭り気分を味わいたいj
③30代主婦「ミュージカル気分になりたい」
④40代主婦「激しい動きがなく安心。でもこんなに歌って踊ることが楽しいとは思わなかっ
たj
([60代主婦「自転車で通うのが楽しみ。目標ができて幸せ」
⑤20代会社員「小樽から通っているが、無理せず自分に挑戦できて楽しい」
⑦20代会社員「去年も出たが、楽しい」
③60代主婦 「歌ったことがなかったが、 これから合唱を してみたいj
③50代会社員 「男性が少ないので、歌いづらいj
⑮10代会社員 「祭りと歌が好きなので、いつも練習が楽しみ」
⑪20代学生「衣装代も安いし、皆いい人なので頑張れる」
⑬20代学生「お金がかからないし、学生委員会が頑張っているので、もっと頑張るつもり、来
年は自分も学生委員会に入ろうと思う。そしてVOICEOF SORAN係り になり た
⑭70代主婦「年を取っても、若い人と一緒に楽しめるのが幸せ」
⑮40代主婦「広い会場では無理だと思う。観客まで音が届かないと思う」
⑮30代主婦「最初、歌って踊ることができなかった。今は自信が持てたj
⑫10代学生「いろいろな年齢層の人に会えてよかった」
⑬50代主婦「声がでないと思っていたのに、出るようになった」
⑮70代主婦「若い人の力になれて嬉しい」
⑮60代主婦「学生さんのエネルギーに圧倒されて頑張れた」
⑪40代主婦「むづかしい、最後まで続けられないと思う」
⑫50代主婦「発声をしてから声がでるようになったj
⑫30代会社員「音楽は苦手、踊りが好き、今声が出るようになった」
⑫60代会社員「仕事が終わるのが楽しみ。仕事中も鼻歌がでる」
⑮50代会社員「集中しているので、いやなことも忘れられるJ
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これらの戸からも、学生委員会の祭りに対する情熱と、祭りを通して何か自分に挑戦したい
市民とが、 VOICEOF SORANを作り上げ
たといえる。指導者はそれに答えて、さら
に向上させる役割であった。指揮者はその
経過を適格に読みとり、学生委員会の力を
十二分に生かし、意欲をさらに高めること
が重要で、ある。それは、挫けそうになる気
持ちにならないように励ます言葉と、実践
とからである。市民活動の一環として考え
ると、このような、まるで新しい仲間作り
において、不安があるものである。
VOICE OF SORANの人達は、どのような
立場といえるのであろうか。
( 3）参加者の立場と学生委員会との関係
[ 1 J何時入って止めても自由
[ 2 J信頼関係は一瞬で破壊可能の集団
④市民会館の本番風景
[ 3 Jパックに家庭や家族または仕事場など管理されるものがない
[ 4 J金銭のからみがない
180 岡元 ・歌うYOSAKOIソー ラン祭りの多世代交流
学生委員会は、学生であり社会とは直接関わりがないため、参加者の苦情係り になりがちで
ある。これらの状況では、個人の個性が出てしまいがちである。その中でく じけそうになる時
などは指導者のはっきりした意思と主張が表出されねばならない。また常識ある市民がお互い
を助け、 学生委員会の学生をも波及し、よい方向に導く ことができる。
合唱の練習は学生実行委員会の20人（VOICEOF SORAN係り）の内7人が楽器演奏可能で
あり、各パートの練習4名はほとんど付きっき りで練習できたことは、初心者が多い中、 良い
成果を生む要因となったといえる。8頁ほどある楽譜は、最初は、約2頁づっ読んで、いくこと
にした。しかし、毎回、本番まで新入会員が入会するため、前回練習したメロデイ をー再び練
習しなければならなかったり、キ艮気のいる練習となるのである。このような団体の形態、 即ち
自由参加、 自由解散あくまでも自分の意思によるものにおいては、 統率をとることは、 信頼関
係以外にないといえる。その集団において
は、 事の事態や内容を正確に敏速に周知させ
る事、長ヲ｜いた対応はその集団から離れる要
因となるのである。 また、年齢や性別、個々
の体調により練習持続時聞が異なり、また集
中力も様々なので、そのへんを経験を生かし
て導くことが必要である。これらにおいて
は、活字や数値では計り知れないため、感性
的予知力と体験上の経験から判断するという
ことが望まれる。体験が必要とされる。スピ
カでの本番で、まだ歌っていないのにアナウ
⑤ 休憩時間 （指導者打ち合わせ）
ンサーが登場し「ありがとうざいました」と切り出した。先にMDテープを提出しておいたに
も関わらず届いておらず、歌い出せなかったのであるが、筆者の機転によってお客さんに向か
つての謝辞とこれから伴奏なしで歌いたいとのことを述べ、拍手が飛び交い、なごやかに歌に
導入することができた。いく ら本番といっても、何もしないで司会のいう とおりにひっ込む訳
にはいかないのである。この出来事により、 VOICEOF SORANはよ り一層強い仲間意識がで
き、次のステー ジは、 これまでないほど良い出来栄えであった。大衆心理とはこのよう なもの
である。リーダーは、ハプニングを幸運・不運のどちらにも変えられることができるといえる。
( 4 ）設 営 面
会場は、音響が悪いので、指導する者は、大声を出さなくては聞こえない。体育館での指導
では、 大声を少し押さえでの声がよいのである。 それぞれに共通していえることは、ピアノが
ない事である。 従って、発声練習は持参したキーボードで行うか、 声によって行うこ ととな
る。 声楽を志している筆者にとっては過酷な疲労を伴う。後半はマイクの用意をした。履物
は持参するのであるが、 動きやすいものを用意するよう に、団員に伝えるが、十分に伝わらず
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動くと足が痛いと言う者がいたので、靴は履き慣れた物で跳躍運動ができるスニーカータイプ
がよいと思われた。全ての施設は使用の後、軽く掃除を要求されるが、 学生委員会と団員6～
10人程で、行った。その中でも、 学生と団員の巾の広い年齢層の交流が生まれ、良い雰囲気が保
たれる。 4月 .5月はたいへん寒いので、冷えきった会場で練習する事となる。練習では汗を
かくので、次から次と脱げる物を重ねて着るようにして置くと良いと思われた。
会場装置設置状況
日 時 ~ 場 設置装置類
3月8日［木］ （芸術会館4F) 指揮のキ凡、キーボード4台、 CDプレーヤー
11日［日］
（日本エンターテイメント
ビジネス専門学校） 指揮のキ凡、キーボード4台、CDフレーヤー
15日 ［木］ （芸術会館 4F) 指揮の机、キーボー ド4台、CDプレーヤー
18日［日］
（日本エンターテイメ ント
ビジネス専門学校） 指t軍の杉L、キーボード4台、CDフレーヤー
22日［木］ （芸術会館4F) 指揮のキ凡、キーボード4台、CDプレーヤー
25日［日］
（日本エンターテイメント
ビジネス専門学校） 指揮の机、キーボード4台、CDフレー ヤー
29日 ［木］ （芸術会館 4F) 指揮のキ凡、キーボード4台、CDプレーヤー
4月l日［日］
（日本エンターテイメ ント
ビジネス専門学校） 指揮のキ凡、キーボード4台、CDプレーヤー
5日［木］ （芸術会館4F) 指揮台、キーボード4台、CDプレー ヤ一、 S貴
8日 ［日］
（日本エンターテイメン ト
ビジネス専門学校） 指揮台、キーボード4台、CDフレーヤ一、
12日［木］ （芸術会館4F) 指揮の机、キーボード4台、 CDプレーヤー
15日 ［日］
（日本エンターテイ メント
ピジネス専門学校） キーボード4台一、 CDプレー ヤ 、ー
19日 ［木］ （北光小学校） キーボー ド4台、CDプレーヤ一、
22日 ［日］
（日本エンターテイメン ト
ビジネス専門学校） キーボード4台一、CDプレーヤ一、
26日［木］ （北光小学校） キーボード4台、 CDプレーヤ一、
29日 ［日］
（日本エンターテイメン ト
ビジネス専門学校） キーボード4台一、CDプレーヤ一、
5月8日 ［火］ （） キーボー ド4台、CDプレーヤ一、
10日［木］ （北光小学校） キーボード4台、CDプレー ヤ一、
13日［日］ （中央小学校） キーボード4台、CDプレーヤー、
15日 ［火］ （中央小学校） キーボード4台、CDプレーヤ一、
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5月17日［木］
20日［日］
22日 ［火］
24日［木］
26日 ［土］
27日［日］
29日 ［火］
31日［木］
6月2日［土］
3日［日］
6日［水］
7日［木］
8日 ［金］
（中島体育センター）
（中央小学校）
（中央小学校）
（北光小学校）
（西区民センター）
（大通り西8丁目）
（北辰中学校）
（北光小学校）
（北陽小学校）
（かでる27)
（東区民センター）
（西区民センター）
（西区民センタ ）ー
練習に関わる装置などは、当初普通の教
室にての稽古であり、机しかない状態であ
る。そこにコンセントカfあったので、キー
ボードを学生委員会と筆者が調達し、練習
に使用した。中島センターに長谷川 岳さ
んが見学にこられ、 一変しマイ クと指揮
台、高さ150cm×200cm×200cmのものを用
意された。これによって、筆者は声をつぶ
さなくて済んだ、のである。また、高い台の
用意により、 200名以上の顔が見えること
になり、指導にさらに熱が入ることとなっ
た。本番は全部で8回出演したのである。
なんといっても［YOSAKOIソーラン祭りフ
ィナーレ ・オープニング出演］は一番の目
的であった。当日は雨が降り、ステージ上
は滑る状態となったがなんとか無事に入退
場ができた。足の悪い人、腰の悪い人など
いろいろいたのであるが、なんとか皆がん
ばったのである。 高齢者と青少年、そして
娘 ・息子の年齢層と様々であるが、助け合
い精神と自立の精神で相乗効果を出してた
いへん良い方向にいったといえる。
CDプレ ヤー一、
CDプレーヤ一、指揮台、業者にてマイク
CDプレーヤ一、 指揮台、業者にてマイク
CDプレーヤ一、指揮台、業者にてマイク
CDプレーヤ一、 指揮台、業者にてマイク
CDプレーヤ一、指揮台、業者にてマイ ク
CDプレーヤ一、 指揮台、 業者にてマイク
CDプレーヤ一、指揮台、業者にてマイ ク
CDプレ ヤー一、
ガイダンスのため資料配布
CDプレーヤ一、指揮台、
CDプレーヤ一、指揮台、
CDプレーヤ一、指揮台、
⑥宣伝活動開始「動夢舞」に行く
⑦円山公園にて宣伝
A 
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( 5）宣伝方法
2月 雪祭りにピラ配り始める
2月 ビラを書店、 CD店にいれ込む
2月 10区の区民センターにチラシを置かせてもらう
2月 昨年の I回目に出場した「ゴスペル・デ ・ソーラン」の人に電話にて通知と要請
3月17日 時計台ホールのゴスペルのイベントにチラシを入れる
3月28日 手稲束中学校のがっしょうイベントにチラシを入れる
4月21日 宣伝活動開始 「動夢舞」に行く。
4月中旬 近郊大学、短大、にポスター掲示に回る
4月下旬市内合唱団回り
5月5日 円山公園にて宣伝
5月中旬からテレビ10本出演
ラジオ 6本出演
新聞 5回記載
市内のフリーペーパーに記事を載せてもらう
まず、デモテープの作成と歌詞の印刷を持って様々なところを回った。上に掲げたのはほん
の一部である。歌詞は次のようなものである。学生実行委員会が作詞していることを、話しこ
の祭りに訴えたいことがこの歌にあることを話し続ける姿は、どんな人々にも共感を呼ぶこと
となった。歌いやすい歌詞とメロディーであるので、手拍子や相槌などで盛り上がってゆく様
は、一緒に参加できなくても、祭りの気分を提供した喜びとなって、宣伝活動としてのボラン
テイアは完了できるのであった。新たな人々に出会い、そこに意思の疎通があり、その出会い
の喜びが次のエネルギーとなっていったのである。学生という若い時期に、これらの体験を自
らが求めることは、大きな学習となり、生きた体験となることは確かで、あると感じる。
( 6 ) VOICE OF SORANの歌調
オー
ヤーレン トゥルットウトウトウ・・・ ヤーレン ソーラン ソーラン ソーラン
ヤーレン トゥルットウトウトウ・・・ ヤーレン ソーラン
さあ歌おう 空より高く 響かせよ う 海より深く
この声が どこまでも届くように アー
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Uhoo一
十年前北の地にまいた 小さな種
多くの試練を乗り越えて 一つの花が咲く
風にのって根をはり 花は無数に広がってゆく
高知から札幌世界へと
ヤーレン トゥルットウトウトウ・ ヤーレン ソーラン ソーラン ソーラン
ヤーレン トゥルットウトウトウ・・・ ヤーレン ソーラン
さあ歌おう 空より高く 響かせよう 海より深く
さあ踊ろう 雲より高く 飛び上がろうよ リズムにのって
この歌がいつまでも届くように アー
時間に追われる 忙しい日々の連続だけど
今日は待ちわびた 一年に一度の祭りの日
元気に踊れ楽しく歌え街中が晴れ舞台だ さあ歌おう
両手広げて手拍子もっと リズムにのって僕らともっと
両手広げて手拍子もっと リズムにのって僕らともっと
両手広げて手拍子もっと リズムにのって僕らともっと
ニシン来たかとカモメに聞けば
わたしゃ立つ烏波に聞けチョイ
ヤーレン トゥルットウトウトウ・・・ ヤーレン ソーラン ソーラン ソーラン
ヤーレン トゥルットウトウトウ・・ ヤーレン ソーラン
2001年導入歌 向山千春作曲
学生委員会作詞
⑧ゴスペル・サークルの皆さん ⑨ 『VOICEOF SORAN』参加の皆さん
協力 ・資料提供・協力 YOSAKOIソーラン祭り実行委員会
『VOICEOF SORAN.I担当 塚由美恵子（武蔵女子短大）
関口直大 （札幌学院大）
町今後の課題
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ステージ面では 「YOSAKOIソーラン祭りjという近代的音響効果をフルに活用した中での
生の声には限度がある。また、 野外であること。観客が多く視覚に訴えねばならないこと。こ
れらを考えてゆく と、1.音響面を工夫 2.郡舞の動きを導入 3.声楽家にも声を掛け、手伝っ
てもらう。声を最大限に生かすイタリア ・ヴエローナでの野外音楽祭など参考にして野外ミュ
ージカルの雰囲気を出してゆきたいと思う。さて、多世代聞にi度るショー的なステージをイメ
ージすると、子供が花や妖精で大人は人間や動物、少し年長者は魔女や占師、神様などに扮し
て進行される。合唱面では子供はトップを歌う。個々使用マイクを十分用意して音響面の充実
を計る。
経済面では、 自分の衣装代は全員出費できるよう にこころがけたい。あとの楽譜などは会費
で賄うことは当然であると考えられる。 ファイナル ・ステージに必ず乗る学生委員会の出し物
であるから、 宣伝力は十分である。平和の訴えなど、 学生らしいものをアピールしながら社会
面が表現できる、数少ない主張の場であることを自覚してゆきたいと願うものである。
V あとがき
この企画を発案したのは、北海道女子短大 ：現北海道浅井学園大学短期大学部 ：平成13年卒
業生・ 服飾科の中垣麻由美さんと筆者である。ちょう ど音楽室での授業 「音楽と生活Jの終了
時であった。 1YOSAKOIそうらん祭りで、何か踊る以外でファッションショーのようなイベン
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ト的なものができないだろうか」といつことであった。後で知ったのであるが、長谷川岳さん
のお母さんもこの学校の出身者ということで 「YOSAKOIそうらん祭りJの小さな一つの試み
がこの学校内で発案されたことに、強い繋がりを感じた。「VOICEOF SORAN」はまだ半分も
その効果が出ていないのであるが、市民参加型の多世代にわたる祭りの原点を兼ね備えている
といえる。テレビでは変わった試みでたいへん興味深いと飯島愛さんとかダンカンという方が
言っていたそうであるが、それは長い練習の思い出が癒される言葉であった。このよう な自由
参加であり、声を祭りの歓声に似た喜びを歌にして祝うのも、人間らしい素顔でいいと思える
のである。多世代間での交流がまた、良い効果を生んでいると思われる。祭りが終わった後
も、写真の交換などを通じて、お互いに交流をしているという。来年残念ながら来年2002年に
は続行不可能となった。「YOSAKOIソーラン祭りj実行委員会からの許可が出なかったためで
あるが、 2年間に渡る「声による祭り」での試みにおいて多くの実践過程が体験できたこと
は、今後の同様の催しなど参考としていただければ幸いで、ある。
尚、 当大学のゴスペル ・サークルの16人がみごとな歌を披露してくれた。 北海道浅井学園大
学生涯学習システム学部学生の歌声はしっかり音が重なり、素晴らしい響きで観客2万人を感
動させてくれた。
